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はじめに
アザラシ科鰭脚類 Phocidaeは食肉目 Carnivora

の海棲哺乳類で，14属 19種から構成され，日本

国内からはアゴヒゲアザラシ Erignathus barbatus 

(Erxleben, 1777)，クラカケアザラシ Histriophoca 

fasciata (Zimmerman, 1783)，ゼニガタアザラシ

Phoca vitulina Linnaeus, 1758，ゴマフアザラシ

Phoca largha Pallas, 1811，およびワモンアザラシ

Pusa hispida (Schreber, 1775)の 5種が知られている

（和田・伊藤，1999；服部，2020；田島・山田，

2021）．

2024年 2月 13日に鹿児島湾南西部に位置する

鹿児島県指宿市の知林ヶ島周辺でアザラシ科鰭脚

類の写真が撮影され，ゴマフアザラシに同定され

た．また，指宿市においては 2023年 10月から継

続的にアザラシ科鰭脚類の目撃情報が得られてい

た．そのため，鹿児島県における海生哺乳類の出

現状況についての知見の蓄積のためにそれらの概

要を報告する．

材料と方法
本報告に用いた写真（Figs. 1, 2）は 2024年 2

月 13日に鹿児島県指宿市の知林ヶ島南西沖（鹿

児島湾南西部：31°16′N, 130°40′E）で著者により

撮影された．鰭脚類の分類体系，標準和名，およ

び学名は田島・山田（2021）の「海生哺乳類　種

名表」にしたがった．

結果と考察
鹿児島県指宿市で撮影された個体（Figs. 1, 2）

は，頭部以外確認することができなかったが，耳

介がないことと頭部の形態からアザラシ科であ

ると判断され，頭部に黒色斑がみられ（Fig. 2A），

顔が暗色であることがゴマフアザラシ Phoca 

largha の 特 徴（ ジ ェ フ ァ ソ ン ほ か，1999; 

Kobayashi, 2015）と一致したため，本種に同定さ

れた．

ゴマフアザラシはボフォート海，チュクチ海，

東シベリア海南東部，ベーリング海，オホーツク

海，日本海，および黄海北部とそれらの海域に隣

接する湾に分布し，日本国内において通常は北海

道のみに分布する（和田・伊藤，1999; Boveng et 

al., 2009; Kobayashi, 2015）．そのため，本来の分

布域外の鹿児島湾に出現した本個体は，海流等に

よる偶発的な来遊であると考えられる．

なお，指宿市の知林ヶ島周辺においては，2023

年 10月 2日にゴマフアザラシと考えられるアザ

ラシ科鰭脚類が目撃され，動画が撮影された（鹿

児島ニュース KTS，2023）．本調査の過程で指宿

漁業協同組合や指宿市の方々等に聞き込み調査

をおこなったところ，知林ヶ島や魚見港（指宿市

西方）の周辺においては 2023年 10月から現在

（2024年 2月）に至るまで継続的にアザラシ科鰭

脚類が目撃されているようであった．そのため，

本報告で示した個体は 2023年 10月頃から鹿児島

湾内に滞在していた可能性が高い．

鹿児島県においてアザラシ科鰭脚類はこれま

でに南さつま市笠沙町（ゴマフアザラシ，1999

年 6月，定置網で混獲），種子島（ゴマフアザラシ，

2015年 6月，港内に迷入），奄美大島（種不明，

1994年 3月，2頭が海岸に漂着），および与論島（ゴ

マフアザラシ，1990年 6月，港内に迷入）から

鹿児島県指宿市で確認されたゴマフアザラシの記録
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記録されている（財団法人日本鯨類研究所，

2000；蛭田・濱野，2001；国立科学博物館，

online）．なお，鹿児島湾においては 2011年 4月

に肝属郡南大隈町佐多伊座敷沖，2018年 5月に

鹿児島市の甲突川河口で鰭脚類と思われる生物の

目撃情報が得られているが（いおワールドかごし

ま水族館，未発表データ），証拠となる写真等は

撮影されておらず詳細は不明である．そのため，

本研究で確認された個体は鹿児島県におけるアザ

ラシ科鰭脚類の 5例目の確実な記録となる．
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Fig. 1. Photograph of the Spotted Seal Phoca largha taken at Ibusuki City, Kagoshima Prefecture, Japan on 13 Feb. 2024.

Fig. 2. Photographs of the right (A) and left (B) side of head of Phoca largha taken at Ibusuki City on 13 Feb. 2024.
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